
 支援の必要な子どもを中心に、それを支える保護者・担任教員・その他の学校関係者がいます。 

サポートスタッフは、学校内の支援において重要な役割を担う 学校の一員 です！ 

＜願いをつなぎ、支援をつなぎ、夢につなぐ 武蔵野市の特別支援教育＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特別支援教育」とは、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援する

という視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、そのもてる力を高め、生活や学習

上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うものである。 

（平成17年 12月 中央教育審議会「特別支援教育を推進する制度の在り方について」） 

 

 

 

武蔵野市立小学校の通常の学級で、発達障害(学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症スペクトラム)

などのある子どもを支援する学校ボランティア。 

＊要件：臨床心理や発達障害について学んでいる学生、養護教諭を目指している学生で大学３年生から

大学院生。 

 

 

サポートスタッフの役割イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援開始前から支援開始後まで、 

学校の一員として力を発揮するためのポイントをご紹介します！ 

学校の一員として、子どものための支援をともに！ 

武武蔵蔵野野市市立立小小学学校校  ササポポーートトススタタッッフフ  

★ 特別支援教育とは 

★ 武蔵野市立小学校 サポートスタッフとは 

家庭 

学校内の連携 

＜その他の学校関係者＞ 

校長・副校長・養護教諭・専門家スタッフ・ 

教育支援センター派遣相談員・スクールカウンセラー 

特別支援教室指導員・通級指導学級担任教員 など 

支援の必要な子ども 
保 護 者 

サポートスタッフ 

担任教員 

特別支援教育 

コーディネーター 

個別支援 

グループ活動支援 

支 援 

周囲の子どもたち 



 

 

 

 

 

サポートスタッフは有償ボランティアですが、学校の一員であることに変わりはありません。 

ですから、学校の基本的なルールやマナーなどはきちんと守らなければなりません。 

 

 活動時間や１日の流れなどについて、事前に確認しましょう。 

活動開始前の打ち合わせで、活動日や登校時間・下校時間、１日の流れを確認しましょう。 

また、支援中に使える部屋、子どもたちの教室移動などについても<、あらかじめ確認しておく 

といいですね。自分の荷物を置く場所、着替えをする場所も教えていただきましょう。 

 休みや遅刻の場合は、必ず学校に連絡しましょう。 

活動日や登校時間などはきちんと守りましょう。 

大学の授業や体調不良などでの理由で休んだり、遅刻(恐れも含め)したりする場合、早めに学校

に連絡しましょう。 

 子どもの個人情報や学校の内部情報は、学校外に持ち出してはいけません。 

サポートスタッフには、守秘義務があります。個人情報などの取り扱いには十分注意しましょう。 

また、子どもや保護者との学校外での個人的な関わりは、もってはいけません。 

（子どもや保護者と休日に遊びに行く、学校外で勉強を教える、メールをする、相談に乗るなど） 

保護者や子どもから相談などを受けたら、まずは担任教員などに相談しましょう。 

 学校の指導方針をあらかじめ確認しておきましょう。 

サポートスタッフは、学校の一員として子どもを支援します。従って、担当の子どもの個別指導

計画等で指導方針・支援方針を確認しながら、一体的な支援を心掛けましょう。 

 

 

 

子どもたちにとって、学校にいる大人は全員「先生」です。 

 

 出会う人には、積極的に挨拶をしましょう。 

挨拶は、学校の教員や子どもたち、保護者などとの関係を築く第一歩です。 

登校してから下校するまで、出会う人には積極的に声を掛けましょう。 

 子どもたちのお手本となる言葉遣いや行動を心掛けましょう。 

丁寧な言葉遣い・模範となる行動を心掛け、子どもたちの良いお手本になりましょう。 

 

 

 

サポートスタッフは、一人で子どもを支援しているわけではありません。 

支援の中では、周囲へのこまめな報告・連絡・相談を心掛け、チームで子どもを支援しましょう。 

 

 支援を行う中で気付いたことは、担任教員に知らせましょう。 

サポートスタッフだからこそ、子どもの小さな変化に気付くこともあります。 

子どもの変化や効果のあった支援方法など、気付いたことがあれば、できるだけ早く担任教員に 

知らせましょう。 

 教職等を目指す立場として、心理の視点を大切にしましょう。 

教職を目指し学んでいる指導力、心理の視点・支援技術は、サポートスタッフの強みです。 

子どもを多面的に見て、得意なこと、苦手なことを見つけ、支援に活かしましょう。 

 わからないことや困ったことがあれば、一人で悩まず、周囲に相談してみましょう。 

担任教員のほかにも、副校長や特別支援教育コーディネーター、養護教諭、教育支援センター 

派遣相談員、スクールカウンセラー、大学の担当教授、教育委員会の職員など、相談できる相手

はたくさんいます。一人で悩まず、周囲に相談してみましょう。 

知っておこう！ 

学校に入るときに気をつけたいこと 

★ 学校の基本的なルールは守りましょう！ 

ポ イ ン ト 

１ 

★ 子どもたちにとっては、サポートスタッフも「先生」です！ 

★ 些細なことでも、報告・連絡・相談を心掛けましょう！ 



 

 

 

 

 

教育委員会からサポートスタッフの紹介を受けた学校では、まず校長（または副校長）

が面接を行います。 

その際、担当する子ども・在籍の学級・具体的な支援内容・活動時間・１日の流れなど

についての打ち合わせも行われます。その時点でわからないこと・不安なことは積極的に

聞き、活動開始に備えましょう！ 

 

 

 

サポートスタッフとして力を発揮するために気をつけたい６つの心構えを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で活躍するために！ 

サポートスタッフの心構え 

★ サポートスタッフとして活動する前に 

ポ イ ン ト 
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★ サポートスタッフの心構え 

学 校 で の 

心 構 え 

１ 挨拶が第一歩 

まずは積極的に挨拶

をして、子どもたちや

教員との関係作りに努

めましょう。 
２ 担任を観察 

はじめは、担任教

員の言葉掛けや働き

かけを、よく観察し

てみましょう。 

３ 子どもを観察 

対象の子どもをよ

く見て、得意なこ

と・苦手なことを見

つけましょう。 ４ 些細なことも 

支援の中で気づい

たことは、担任教員

に報告し、情報を共

有しましょう。 

５ 困ったことが 

あったら 

できるだけその日

のうちに、担任教員

などに報告・相談し

てみましょう。 

６ 一人で悩まない 

担任教員以外に

も、相談できる人は

います。一人で悩ま

ずに相談しましょ

う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊登校時間・下校時間は、学校とサポートスタッフが相談のうえ決定します。 

＊時間割や支援内容なども、学校や担当の子どもによっても異なります。 

 

 活 動 内 容 な ど 

登校  動きやすい洋服と運動靴を持って登校 

支援開始 

 特別支援教育コーディネーター・担任教員と打ち合わせ 

担当の子どもの前日の様子や、その日の予定などを確認 

 担当の子どもの在籍する学級に入り、支援開始 ……など 

授業中 

 まずは、学級全体の様子を観察 

 担当の子どもが学習に取り組めるように声掛け 

 教室を離れてしまった子どもに付き添う 

 パニックを起こした子どものクールダウンを支援 

 担任教員などから指示で、担当以外の子どもも支援 

 ……など 

休み時間 

 学級の子どもたちの遊びに加わり、担当の子どもを見守る 

 担当の子どもが遊びにうまく加われるよう、周囲の子ども

たちとの仲介役になる            ……など 

給食時間 

 担任教員の指導のもと、子どもたちと一緒に準備・片付け 

 子どもたちと一緒に給食を食べながら、担当の子どもと、

周囲の子どもたちの関わりを支援 

                      ……など 

掃除 
 担当の子どもが周囲の子どもたちと協力して取り組める

ように声掛け                    ……など 

支援終了 

 職員室に戻って活動日誌に1日の報告を記入 

 担任教員や特別支援教育コーディネーターと情報交換 

……など 

下校 
 支援に使ったもの使用したロッカー・靴箱などを片付ける 

 次回の来校日と学級の予定を確認して、下校 

 

 

 

 

具体的にはどんなことをするの？ 

サポートスタッフの１日 

武蔵野市教育委員会 

教育部 指導課 教育推進室 

電 話 ：０４２２（６０）１２４１ 

ＦＡＸ ：０４２２（５１）５１１３ 

メール ： SEC-SIDOU@city.musashino.lg.jp/kyoikui/ 

挨拶は自分から！ 

これまで学んできた心理学

の知識・技術を、大いに活

用しましょう。 

担任教員の指導で、良いと

思ったものは真似してみま

しょう。 

支援終了後に担任教員など

と話をすると、支援に関す

る悩みや不安を相談できま

すね。もし相談する時間が

なければ、活動日誌に記入

してみましょう。 

ポ イ ン ト 
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★ サポートスタッフの1日の活動例 

担任教員の指導のもと、 

臨機応変に行動しましょう。 

わからないことや迷うこと

は、担任教員に遠慮なく聞

いてみましょう。 

最 後 に 

学校での活動の他に、教育推進室主催の研修会を年２回ほど開催していま

す。そこでは、他の学校で活動するサポートスタッフやティーチング アシスタント

と情報交換したり、普段実際に子どもたちを指導・支援している教員などのアド

バイスを受けたりすることもできます。 

適宜ご案内しますので、ぜひご参加ください。 


